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盛頭理

自
に
自
に
、
銀
告
が
増

L
、

火
の
悲
し
い
学
院
却
に
な
り
ま
し

た
今
年
も
十
一
月
一
一
十
六
円
口
か

ら
十
二
月
二
努
ま
で
、
全
国
…

斉
に
、
牧
内
火
災
予
紡
漆
齢
制
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

城
市
防
本
制
時
で
は
、
次
肉
祭
紺
閉

で
‘
こ
め
漆
識
を
お
し
議
め
て

い
き
ま
す
。

市
伐
の
み
な
さ
ま
の
ご
滋
カ

を
お
額
い
い
た

L
ま
す
。

運
動
の
目
的

の
遂
品
開
は
、
火
災
多
発
糊
刷

を
む
か
え
て
、
市
民
一
人
…
人

的
防
火
意
識
を
官
判
的
、
人
命
同
畑

町
問
事
依
丹
総
械
械
を
、
目
的
問
と
し

ぜ
い
ま
す
。
全
国
一
斉
の

実

鰭

事

項

て
議
庭
に
お
け
る
安
全
点
検

家
枕
概
念
践
が
、
火
め
一
時
に
持
出

稼
し
、
火
災
予
防
の
た
め
に
、

暖
房
総
閥
均
告
、
点
検
す
る
。

ア
醐
耕
輔
庸
品
桑
田
市
賢
岳
品
点
検

。
使
用
制
約
に
は
、
必
ず
殺
鵬
問
点

体
慨
す
る
。

@
ふ
す
ま
、
カ

i
テ
ン
な
ど
融
制

え
や
す
い
も
の
や
，
紛
が
廿
碕

φ

り
や
す
い
紛
で
は
、
使
わ
な

A
W
火
や
ι

「
つ
け
た
ま
ま
、
持
ち
運

ん
だ
り
、
給
油
し
た
り
!
な

を

@
持
制
し
く
機
入

L
た
叫
吋
は
、
制
部

州
明
帯
粧
を
よ
く
総
ん
で
使
、
ヲ
。

イ
老
人
、
幼
出
品
、
臨
時
人
の
絞
殺

構
噌
術
的
点
検

老
人
、
子
然
、
病
弱
お
な
ど

の
綴
隊
は
，
二
議
や
お
人
口

か
ら
醐
離
れ
た
所
は
、
さ
げ
ま 十

月
ニ
十
六
日
か
ら
十
一
一
閥
均
一
一
日

!日ょ、
7
.

ウ
た
ば
ニ
の
投
ば
り
悼
欄
て
、
欄
噛
た

ば
こ
の
紡
止

毎
年
火
災
昭
和
国
の
幾
何
段
泳
、

た
ば
こ
に
よ
る
不
注
意
で

?
a

正
L
い
酬
明
燦
?
ナ
ー
を
身
ね

つ
け
ま
し
ょ
う
。

エ
措
綱
火
湾
総
角
の
準
品
醐

ど
ん
な
火
災
で
も
、
初
期
治

火
が
、
か
ん
じ
ん
で
す
。
水

パ
ケ
ヴ
や
消
火
総
合
鍛
え
つ

け
ま
し
ょ
う
。

二
機
織
に
怠
け
事
務
火
点
検

ア
火
器
使
用
機
臨
聞
の
盤
調
珪
輸
措
奴

火
災
を
使
用
す
る
絞
蹴
湖
、
畿

日
常
の
あ
る
併
は
、
品
吊
に
前
世
寝

前
組
側
精
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
お

イ
議
報
連
絡
め
徹
底

ふ
だ
ん
か
ら
、
火
災
疑
念
略

的
巡
絡
を
斜
線
す
る
。

ウ
治
仲
間
帥
眠
描
瑚
の
俊
男
方
法
令
よ

〈
録
。
ι

、
判
期
総
一
絵
泌
を
縁
談

し
て
お
〈
e

一
一
一
、
富
山
斑
袋
、
線
曲
問
、
療
絞
め

滋
縁
体
制
制
の
磯
崎
部
と
淡
馳
間
設

織
の
保
守
綿
織
擦
の
激
旗

運
動
期
間
中

の
主
な
崩
事

合
十
一
丹
今
一
十
六
円
悶
午
総
七
待

+
府
内
各
所
で
、
学
時
間
、
サ
イ
レ

ン
を
な
ら
し
ま
す
，

火
災
と
ま
ら
が
わ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

A
H
十
一
四
月
一
一
十
六
日
消
時
間
畿
に

よ
る
火
災
予
時
間
笈
総
パ
レ
ー
ド

と
器
具
、
水
制
刊
の
点
検
。

合
消
防
総
資
に
よ
る
危
険
物
取

峨
判
所
、
時
間
火
対
象
物
、
争
後
、

事
業
所
、
共
闘
間
住
。
も
の
双
入
品
開

査。合
十
二
月
一
良
淑
防
本
部
、

開
閉
火
山
閉
会
、
危
体
問
品
開
忠
弘
会
協
会

合
問
問
に
よ
る
火
災
予
防
宣
伝
パ

レ
i
v
d

背
中
市
内
小
中
学
校
体
総
に
よ
る

火
災
予
紡
ポ
ス
タ
ー
の
古
都
築
と

綾
沼
市
〈
火
災
予
妨
遂
品
抑
制
期
間
中
、

中
央
公
民
絡
に
俊
一
部
し
ま
す
a
)

官
補
間
特
附
殺
と
油
市
防
閲
A
H
m
刊
に
よ

る
火
災
相
官
時
間
地
柄
綱
闘
を
各
拙
地
区
ご

い
ま
す
。

独
居
老

人
(
七
十
銭
以
上
)
の
予
防
盆

察
e

防
火
モ
ヂ
ル
区
域
内
の

立

入

検

査

各
家
庭
的
炊
事
場
、
浴
綴

岡
崎
泌
総
終
的
使
用
品
札
制
叫
に
つ

い
て
絞
殺
を
災
絡
し
ま
す
。

縦
波
市
門
の
地
国
植
怖
の
ご
協
力

を
お
臨
時
い
し
ま
す
。

白
山
一
丁
お
一
番
か
り
一

す
悶
同
十
一
一
番
、
!
一
一
一
欝
地
付

近
一
帯
を
m
m
火
モ
デ
ル
地
区

に
臨
捕
後
L
U

遂
動
酬
明
開
問
中
に
、

立
入
体
問
+
殺
を
行
な
い
ま
す
。

捕
棋
社

γ
A
1寸
i
l
l
i
!

八
神

者
人
揺
挫
セ
ン
タ
ー

つ
つ
じ
荘
の
朝
用
語

お
年
寄
リ
め
い
二
い
の
場
‘

老
人
総
統
セ
ン
タ
ー
『
つ
っ
と

枠
制
』
は
、
十
二
月
十
八

g
(
月〉

に
オ
ー
ブ
ン
し
ま
す
。

創
刊
潟
方
法
同
国
次
め
と
お
り
で

す。。
対
象
六
十
段
以
上
町
ho
年
寄
り
的

方。た
だ
し
、
六
十
歳
末
構
内
ぢ

で
も
、
許
可
を
掲
げ
れ
ば
利
用

で
き
ま
す
。

。
鈴
間
午
約
十
時
か
ら
午
後
開
問
時
吋
ま

ず
丸
山
昭(
七
綴
H
M
も
手
口
M

と閉問
h
C
〉

@
休
曲
時

a

uM
州
峨
・
祝
祭
器
・
年
来
年
始

(十……
m
月
ス
十
九
百
i
一
月

一
ぷ
門
口
}

@
出
申
込
域
間
間

古
監
接
「
つ
つ
じ
滋
」
へ

榊
池
端
納
八
八
i
O
三
万

八
八

i
一一…一

C
C

電
総
な
ど
の
方
法
で
。

@
由
申
込
制
剛
被

附
民
間
出
呂
円
一
ヵ
月
品
約
か
ら
一
一
一

日
約
ま
で
(
五
人
以
上
時
間

体
的
場
合
)

五
人
米
崎
閥
的
場
合
に
は
、
点
滞

日
に
申
込
ま
れ
て
も
終
檎
で

す。

@
務
用
料
品
購

ム
ハ
'
十
歳
以
上
の
お
浮
世
可
り
は

無
料
@

六
十
縁
寺
吊
絡
め
方
で

世
市
内
在
住
的
方
・
i
}
人
否
問
門

官
同
外
的
方
r
i
i
一
人
二
W
M
似

合
、
受
付
け
で
仙
納
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

@
滋
溜
方
法

お
年
寄
り
丹
お
々
的
制
刊
剤
に

か
草
り
、
移
附
問
マ
イ
ク
円
μ

パ

ス
へ
一
一
十
五
人
殺
り
~
で
、

毎
呂
湖
北
総
ゐ
口
か
ら
滋
践

を
行
な
い
ま
す
。

考
人
ク
ラ
ブ
絡
で
間
体
制
判
例

を
事
れ
る
場
合
に
は
、
今
ま

で
ど
お
り
の
申
込
方
法
で
、

市
の
や
燃
ペ
ス
(
四
十
ぷ
人

殺
リ
}
を
予
約
す
る
術
学
が
で

桑
C
ゑ
4

ヱ9
0

つ
ウ
ヒ
務
は
も
当
分
的
燃
、

食
品
別
・
伽
知
山
相
な
ど
が
酬
附
か
れ
ま

せ
ん
の
で
、
お
弁
翁
a

お
葉
子
"

タ
オ
ル
な
ど
辻
、
各
佼
む
ご
持

参
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

2
し
会
ゆ
が
'
。

当
館
は
、
地
明
不
し
た
ば
か
り

で
す
の
ぞ
、
い
ろ
い
ろ
不
備
な

保
も
多
く
、
舎
に
か
と
雪
崩
開
方

に
、
ご
不
制
問
を
お
か
け
す
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

ご
同
精
力
〈
だ
き
る
よ
う
お
戦
い

い
た
し
ま
す
。
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広 報各し Iニらく

JA報誌来年から

新開折込みiこな

ります。

広
州
開
は
、
明
年
一
川
…
討
守
一

か
ら
桁
問
問
拡
明
日
時
み
に
な
り
ま
す
。
一

み
な
き
八
的
主
主
昨
胞
に
は
、

A

M
H円
、
日
と

1
六
日
約
制
問
吋
刊
の

中
に
広
綴
あ
ぴ
こ
が
叫
刊
込
ま
れ

る
こ
止
に
な
り
ま
す
G

相
明
日
新
聞
叩
a

サ
ン
ケ

f
新
開

.市恥
ω
県
新
聞
・
毎
日
料
開
問
・
出
品
詞

必
新
聞
を
お
取
り
に
な
っ
て
い

な
い
万
件
、
こ
一
一
報
下
さ
い
@

(
問
問
漆
記
事
は
号
外
)

953 
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!昭和締度予知一執行求総叩会両 ii昭和48年度決算の状況(一設会計ト1
初年度二予算額

Eニコ収入?支出稼
¥IOJjl沼環夜j

唾コb

一手術宮内

頃一一⑪逗三〉

EBi 息日iiii
韓須野教::1:. 私4

の

他

償

ま定

2方

費

主主

資

務

2を

主主

習を

予考

事責

本

撃をぎを

講義入・歳出総務 521，075万p3

{収入減霊轟 241，243方向{柑.3%))

I ~jIJ~ItO').::p..l n削畑胤閉山(25.9%))
特別会計のぞ予算

銘

1il: 

の

4畿

本
と
緑
と
太
陽
の
鯨
づ
く
り

認tftl国選
総正現=と8攻相輸

出
方
焚
伶
説

織

の

徴

金

留
か
勾
め
笈
山
側
金

分
鮒
執
念
・
負
鐙
a
k

F韓中銀行

37，510nfI! 

。ラ

働

!主税の糊状況;

ヰアJf竺1
グ《ニミ
21，115汚 l

{震

震考

手布

宮警

主主

焚

帯

gを

きた

3を

米

熊

宵

宣を金会会ゑ

49l:ド臓のおも君主事蝶

事館名 j本倉安!線 描

仮称繍影山小脈絡 85.99'07j悶 j鉄刷機砲 1崎議

とゑ」主機器陵郷| 純.叫O刊 i鉄筋4糊 財閥

織制倒閣内制崎被紋 10 .lS0nPl I鉄筋引り 12番付

諒小移寝返票持者養 Z5.a:98n丹 j飲筋4熊建 制牧草草

糊咽械的組勾蜘 8，0$5開!糊2防総 ..0ぜ

鴎小ヅ即'"猿紋 1，970万円 I7~-ス 2s・)<15鈴

務 紛 波 紋 5.5387/開 jはしごま範・錐愈，lIt.i滞I¥ir'富島厚
公徳 e 濃事除法 5.400' ~附!焚革命回公演目師会聞はか

後渇安ol: ，事政 1，3001)万符 I~ωプミラ時刊がー γ レ…ルはか

指定路島繍事黄信! 日 .OU07i円 j付絡隷

公衆下水道事象 5.(H10ヲヲ持 i延長制主体

(昭和措悠油1118筑筏)

人口 71，867人

f栓奇F数 20，2001投手嘗

縦横 40.07km'zz， 666方的場人描畠t句ンター

郎総込空想弘 マ

11- 11 !f"喝官 './11ft， JI菅 . 鯵 . 
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土地 307.6詑IO'U -1' 
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(4) 

野
菜
に
つ
づ
き

そ車事孝章 お話騎 iず
れ魚肉野りさ裂きた
ぞ i立法*おさらお
れ潟、は取れに 1百
お自耳潟 、込る 、が
ゆ緩 i革スみ蔚安宅整
込ヌド分上 <r，l:i売量
み総務パだはお宿
〈鮮へ 1吾、にで
だ魚そ 9患い次露首す
幸童書 Li1I .町娘。
いへてへ とを。

守劃句判明件博品噌泌材協対弘明典マ持品世匁句科唱hがふ句持哨&需品智子拘詩~与甘拘校給対為切参与#均伸噌化
.岡崎・・ー・髄-

肉
@
魚
も
安

日
に
参
加

毎
月
円
安
中
角
口
叫
に
参
加
す
る

お
お
が
、
野
菜
に
続
い
て
肉
、

ゑ
と
、
品
開
同
が
ワ
イ
ド
に
を
り

ま
し
た
.

夜
間
目
的
み
合
さ
ん
に
、
安
く

フ
レ
ア
v
a
な
骨
A
U
附
を
、
制
調
叫
断

し
よ
う
と
、
市
左
各
組
脱
会
が
協

議
し
て
来
ま
し
た
が
、
ト
一
月

に
入
っ
て
‘
糸
・
肉
・
臨
町
柑
端
的

生
鮮
一
一
…
泌
が
、
そ
ろ
っ
て
後
発

ヂ

i
に
参
綴
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
@

制
問
耐
門
段
位
、
全
市
と
も
、
十

一
円
均
一
日
を
、
銀
一
…
掛
目
と
し

て
、
ん
紙
同
月
柑
附
…
金
問
植
自
を
市
対
筏

日
と
す
と
し
ま
す
。

糾
野
魚
践
は
、
十
一
日
八

E
を

第
一
一
回
目
と
し
て
、
毎
月
第
一
一

金
緩
誌
を
、
安
売
E
と
し
ま
十
。

グ
リ
ー
ン
の
ノ
ポ
リ
を
か
か

(
師
範
措
問
機
興
部
時
)

び

著書向調隆俊鍔毘参加五苦(努尭君事 Ij量司曜日}

鳥海本石警告霊場・ J鳥海Jtm岡国鮮魚五号

スーパーストアーたかたや鮮魚部{豊島2木
綴詩実施)・ 1勾溺渥

本商ri魚凶・き{ゃ

潟怒E量ヌド毎号車手J魚、部 | 

量挙1最重量安売器移古書!1i(鋒丹官事2金曜日)

構

ル一
ン
山
戸

メ
」
『

m
w
d
m
 

由
y

m
仲

裁
」
吋

た

d

g

b

N

H

 

縁

切

摺

環

州

第
二
十
八
開
制
問
m
g
山
中
村
・
大
井
〈
踊
骨
}
貧
》

策
潟
地
方
中
学
浅
山
内
・
小
波
・
臨
河
口
・
大
井
帰

後
欲
係
競
争
ふ
〈
(
抽
押
)
仲
は
鴇
問
・
徐
々
木
の
十
名
川

会
は
可
十
月
一
一
が
、
カ
後
し
、
六
出
民
間
同
町
一
機
吋

十
六
語
、
間
同
十
時
蹄
を
鯵
り
ま
し
た
。
~

間
開
校
が
参
鎗

L

お
開
け
我
孫
子
中
学
校
時
伝
統
同

て
、
脱
出
勝
を
争
を
か
け
て
、
総
日
一
一
万
メ
l
向

い
ま
し
た
a

F

t

則
的
綴
瑚
闘
に
あ
け
〈
れ
、
九
[

絞
滋
子
中
学
出
枯
れ
丹
栄
冠
を
や
に
し
た
も
九
円

絞

は

、

開

問

、

特

貯

の

で

す

。

九

M

a
r
i
-
-巧
phits-g}342i-242主
主
[
毛
も
w

部
ば
し
た
い
能
力
や
槽
操

一
一
議
児
家
蕗
教
野
講
演
会

子
ど
も
の
や
っ
て
い
る
こ
と

に
は
す
べ
て
、
子
ど
も
ら
し
い

耳
鳴
・
織
と
隊
約
が
あ
り
ま
す
e

組輔

の
幾
一
閥
的
な
考
え
で
噌
あ
あ
だ
、

こ
う
だ
と
批
判
判
し
た
り
、
し
か

っ
た
り
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

幼
児
が
持
っ
て
い
る
総
カ
を

務
て
、
夢
や
変
緩
や
創
造
住
を

畿、
7
仁川同
νむ
つ
し
た
ら
よ
い
か

考
え
て
み
ま
し
ょ
、
ヲ
e

干
潮
悶
十
二
月
一
点
院
へ
火
)

V
待
問
午
線
小
時
吋
か
ら

T
滋
獄
中
央
公
廷
銭

V

テ
i
す
「
一
ニ
絞
犯
の
総
力

や
機
換
を
樟
買
う
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
い

年
朝
問
状
は
、
十
二
月
以
十
門
司

ま
で
に
、
お
出
し
ヤ
普
い
。

期
開
後
番
号
は
、
除
説
明
的
一
部

で
す
。
は
っ
き
り
あ
て
名
を
緩

い
て
織
し
ま
し
ょ
う
。

V
噛
岬
節
制
作
醜
制
学
問
問
女
子
大
学

教
桝
問
機
下
立
美

補
者
ゎ
品
、
当
日
保
管
的
削
間
意
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
殺
に
お

い
で
く
だ
惑
い
a(

教
育
委
照
会
J

心
掛
概
出
怖
の
心
燃
が
あ
る
お
子

地
怖
を
持
つ
方
同
州
、
次
の
と
お
り

制
相
談
を
受
げ
ま
す
の
で
‘
ご
料

開
府
下
幸
い
a

V
間
同
臨
時
十
二
月
十
ほ
午
前
十

時
吋
か
ら
午
後
一
一
…
時
吋

干
場
所
品
開
保
健
所

留
守
内
容
院
診
、
肺
榊
畑
m
X線
・

心
箆
密
・
比
限
前
駅
及
び
検
査
結

果
に
つ
い
て
綴
導
相
相
談

V
申
込
十
一
月
二
十
七
縫
ま

明
、
に
、
砧
担
保
締
問
削
閉
じ
篭
誘
で

中
込
ん
で
下
幸
い
e

震
鮮
摘
。
m
悶
七
一
(
六
七
~

ポ
胤
七

十
二
月
か
ら
三
月
ま
で
の
方

フ
シ
ー
ズ
ン
を
自
問
え
て
、
務
総

織
の
設
備
に
つ
い
て
綴
し
合
い

を
行
な
い
ま
す
6

制刊期消ふ
7
i
ム
は
、
お
築
ま
り

下
普
い
。

世

V

制剤

R

十
一
…
斜
丹
…
口
M

V
時
時
刻
午
後
間
関
時
吋

世

V

櫨
噛
蹴
削
減
北
台
野
球
機
〈
揃
附

的
機
会
、
滋
化
合
中
丸
綴
)

ボ
!
イ
ス
カ
ウ
ト

隊

員

募

集

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
続
四
怖
チ

閉
山
で
は
、
次
の
と
お
守
隊
員
を

募
集
し
ま
す
e

希
坦
m

緑
川
川
、
お
申
込
み
一
F
事

V
策
絡
市
内
に
仲
臨
む
小
学
校

三
年
ゑ
か
ら
中
学
二
年
金
ま

て
叫
す
締
出
明
り
十
二
例
月
中
本
お
ま
で

〈
b
L〈
は
、
後
滋
ま
で

電
話
『
八
二
〉
一
五

O
一一一

響

察

官

交
通
鴻
視
員
募
集

持
察
官
日
〈
欄
坤
叩
十
)
お
よ
び
交

遜
巡
議
関
門
(
女
子
)
を
募
附
惜
し

ま
す
。

V
後
付
期
間
十
一
一
月
七
呂
ま

て
干
帥
訊
齢
相
盟
副
と
試
験
場

。
官
凡
渦
硝
巡
視
員
十
一
一
何
月
八
日

午
前
九
一
線
、
然
史
千
葉
薦
議

官同校

⑤
耽
許
燃
物
問
十
二
月
十
紙
日
午

前
例
九
時
吋
、
給
叫
常
的
併
後

希
望
者
M
M
、
線
用
試
数
串
込

舎
を
的
制
約
機
幾
か
冬
旅
路
一
昨
か

ら
も
ら
い
、
記
入
し
て
後
出
し

て
下
さ
い
。

受
験
資
総
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
、
紛
糾
柑
幽
常
晴
害
警
務
係
へ

。
開
閉
七
一
(
六
七
)
九
一
八
一

ブ
タ
ク
サ
を

機
滅
さ
准
ょ
う

ブ
タ
タ
サ
・
セ
イ
ダ
カ
ア
ワ

ダ
チ
ソ
ウ
等
は
、
花
粉
抑
情
的
病

繍
聞
と
な
り
ま
す
。

こ
の
被
物
的
花
粉
を
吸
い
こ

む
と
‘
そ
れ
が
も
と
で
ア
レ
ル

ギ
ー
を
お
こ
し
‘
が
ん
こ
な
ぜ

ん
そ
く
、
援
の
党
議
、
発
然
、

ゑ
ぎ
れ
‘
品
開
縁
、
鼻
炎
E
さ
ま

ざ
ま
な
機
状
が
で
て
静
ま
す
e

欲
的
庭
、
近
〈
的
滋
絡
に
こ

の
慈
が
ゑ
え
て
い
る
よ
う
で
し

た
ら
、
快
い
て
下
さ
い
。

句
協
判
鳥
を
守
る
会
い
で
は
十

…
n
月
間
問
自
に
会
側
践
が
、
手
賀
哨
山

岡
阿
辺
を
剖
月
号
取
り
ま
し
た
。

我
叫
知
子
十
市
か
ら
、
花
粉
山
間
が

出
備
な
い
線
、
後
き
ん
的
ご
協
力

を
ぜ
む
お
競
い
し
ま
す
。

V
輯
鵬
鵬
品
品
極
端
障
さ
ん
{
欄
州
北
台
九

j
八
i
九
)
か
ら
、
一
洛
設
に

と
五
万
削
門
的
寄
付
が
あ
9
ま

し
た
。制
榔
社
也
事
業
に
俊
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

V
館融自鞠潟地
T
ち
ん
(
緑
一
…

i
十

一
i
十
〉
か
ら
‘
ミ
シ
ン
一

品
闘
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

有
効
に
後
わ
せ
て
い
た
必

き
ま
す
@

V
中
絶
臨
閣
脅
さ
ん
〈
榔
問
山
台
二

ー
二
十
…
一
一
te--
六
〉
か
ら
、
フ

ト
ン
ほ
か
多
〈
の
衣
絞
め
務

付
が
あ
9
ま
し
た
。

栓
会
福
栓
察
掛
慨
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
詰
ま
す
.

本
格
機
、
成
人
式
を
満
開
え
ら

れ
る
、
あ
な
た
や
双
山
院
を
次
的

と
お
り
募
肱
惜
し
ま
す
。

V
田

晒

出

M

山間

V
綱
嶋
一
慾
附
間
百
字
紬
陥
臨
執
務
削
附
紙

五
枚
以
内

曹
資
諮
問
哨
釦
刊
一
十
九
字
開
出
向
月

一
…
日
か
ら
一
一
一
L
l
年
間
悶
何
月
一
段

ま
で
に
出
生
し
た
中
h
n

V
拙
闘
訓
明
間
明
拘
刊
m
悶
十
九
年
十
一
…

月
二
十
五
日
ま
で
。

軍
滋
り
先
我
孫
子
市
災
材
開
γ
丁

一
八
五
八
・
我
孫
子
市
教
育

委
自
民
会
社
会
教
育
課

酔
路
島
郡
滋
緩
め
講
窓
生
を
次
的

主
お
り
募
集
し
ま
す
。

ザ
録
時
十
二
例
月
八
日
午
4

前
十

時
吋
か
ら
十
φ

一
倍
門
ま
で
。

干
場
絞
殺
孫
子
市
山
ザ
央
公
民

合
経由
曹
定
員
コ
一
十
名

V
H
材
料
貸
五
百
円

V
凪
前
品
刊
十
一
月
二
十
誌
か
ら

(
点
巡
回
員
に
を
り
次
第
出
納
切
り

ま
す
u
〉

特
定
楳
患
で

お
鑑
み
の
方
へ

柏
村
俊
終
慾
抽
出
掛
棺
研
究
機
幾
対

象
時
情
感
が
‘
十
持
月
一
日
か
ら
追

加
さ
れ
ま
し
れ
ん
。

行政相談
人権擁護欄餓

"11月の納税司
国民健康保険税の

第 3期分です

V
対
象
筏
山
部
ペ
ー
チ
ぶ

y

ト

崎
明
・
多
発
散
硬
化
核
舎
崎
県
山
龍

昨
朋
総
力
産
・
人
市
島
河
紳
は
エ
リ
テ

?
ト
!
デ
ス
・
ス
モ
ン
・
一
得

後
不
良
糾
問
骨
到
底
e

サ
ル
コ
イ

ド
i
ジ
ス
・
務
後
陣
欄
併
は
棚
剛
索

酬
明
化
症
・
強
波
紋
ぉ
皮
膚
珊
筋

炎
及
ぴ
多
発
候
筋
火
・
馳
付
発

油
開
山
地
小
脳
叫
減
少
静
沈
紫
ぬ
抑
制

以
上
、
十
円
後
爆
に
対
す
る

隊
療
費
抗
日
減
、
そ
の
銭
の
制
制
肢

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
な
や
み

の
方
は
、
保
健
所
予
防
線
脇
村
出
品

然
駒
郡
緩
ま
で
、
ど
制
組
組
蹴
F
き
い
。

浴
説
。
間
関
七
ス
ム
ハ
七
)
一
ニ
渓
勺

女lH126El (火)

10時-3時

保
健
日
間
で
は
、
療
湾
総
終
日

〈
輪
禍
ゴ
…
水
路

g
午
後
二
時
か
ら

コ
一
持
ま
で
)
に
品
わ
せ
て
、
大

腿
問
問
一
蹴
務
総
帥
輸
出
也
の
倹
診
を
‘

行
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
心
配
丹
お
子
械
を
持
つ
方

沖
回
、
こ
の
州
制
組
制
を
コ
一
月
ま
で
行

な
っ
て
い
ま
す
の
で
‘
ご
制
刊
凶
出

下
幸
い
。

V
申
込
先
抗
m
係
俊
一
品
開
(
窓
越
鮪
)

ハ
〉
間
四
七
一
円
ム
ハ
七
)
一
二
五
七

会ゆ央公災言寄

「人権篠宮凝週間J

12fl 4 8-1訪日

今月のおき長後Jf)U土;えのと

おりです。 ご和;JilrF容ももe

合総務 llJ守鈴悶(金)

午前9善寺30分内午後4時

会場所興 長著 者手

議後センター

955 

止まらない車は急にちょっと待て




